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日本人になじみのある魚が食べれなくなる可能性

2獲れなくなる魚を代替する食品開発とは

■ 社会課題

● 近年、ブリやサワラ等の魚の分布域が北上が進み、水産資源のバランスや漁獲量に変化が生じている。

日本の漁獲量は2015年に352万トンで、ピークだった1984年の1160万トンから約3分の1に減少。

● 過去100年における海水温の上昇は顕著であり、日本海で約 1.5℃、太平洋側で0.9℃、全世界平均で

0.54℃上昇している。

● 今後は、海水温の変動予測と適応が求められ、それらに応じて地域の食文化も変化していくことが考

えられる。

画像/表/グラフ
（ 縦横比はオリジナルから変更NG ）

■ 温暖化による水温予測結果を用いたサケの分布域予測図

出典：水産庁 出典：気象庁

■ 地球の年平均海面水温の平均差の推移
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緑の領域：サケの分布域、青線：南限水温、赤線：南限塩分

https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/h29_h/trend/1/t1_1_2_3.html
https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/data/shindan/a_1/glb_warm/glb_warm.html


カネテツの『ほぼシリーズ』

3漁獲量の回復と安定に向けて

■ 解決事例

● 大正15年創業の食品メーカー、カネテツデリカフーズ株

式会社は神戸市に本社と工場を置く。

● 2014年誕生『ほぼシリーズ』は、本物のような味・食

感・見た目を再現した練り製品。高価な食材や調理に手

間がかかる食材の味を手軽に家庭へ届ける。

■ 『ほぼシリーズ』のイクラ、ホタテ、カニ
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画像：すべてカネテツデリカフーズ株式会社

https://www.kanetetsu.com/pages/hobokani


いなくなった魚が戻ってくるために

4「本物」も食べつづけられる日本の未来の食卓へ

■ 企業展望

● 消費者への安価供給を目的として展開される代替食品の内、商品PRに環境の視点が含まれないものも

あり、喜ばれるべきターゲットにリーチしていない可能性がある。

● 適応だけでなく、有限な水産資源を適切に管理し、貴重なたんぱく源として持続可能な漁業活動を継

続していく事が理想である。

● 地球温暖化を始めとする環境変化が海洋に影響を及ぼすメカニズムの解明を進め、海流や生態系の変

化を予測から緩和策を先手で講じなければならない。

■ 影響予測例
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■ 中長期的な視点に立つ温暖化適応策

① サンマなど漁業の位置ならびに漁期の変化

② トラフグなど養殖適地の変化

③ 海域の高水温化によるノリ等養殖への影響

④ 海面上昇による海岸や藻場・干潟等への影響

⑤ 新たな有害生物の出現

① 資源生物の生息域・種類・量の変化に対する漁業の適応

② 増養殖可能魚種の変化への適応

③ 増養殖施設等の適応

④ 水産物流基地、流通加工の適応

⑤ 新奇な赤潮・貝毒原因種、有害生物、病気等への適応

引用：水産庁

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/climate/honbu/attach/pdf/top-95.pdf


■ サステナブルレポートに関するお問い合わせ先

● 本レポートに掲載された内容は作成日における情報に基づくものであり、予告なしに変更される場合があります。

● 本レポートに掲載された情報の正確性・信頼性・完全性・妥 当性・適合性について、いかなる表明・保証をするものではなく、一切の責任又は義務を負わないものとします。

● 本レポートの配信に関して閲覧した方が本レポートを利用したこと又は本レポートに依拠したことによる直接・間接の損失や逸失 利益及び損害を含むいかなる結果についても責任を負いません。

● 本レポートに関する知的所有権は小川電機株式会社に帰属し、許可なく複製、転写、引用等を行うことを禁じます。
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